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2019年度 紛争訴訟専門委員会

１．委員会の概要

【目的】

知財活動において、訴訟の知識はもちろんのこと、最新の判断
基準や傾向・動向を知っておくことが重要である一方、毎年多く
の訴訟が行われる中、個社単独で最新の情報を網羅することは
容易ではない。

そこで、メンバー各社の力を結集して、効率的に訴訟に関する有
益な知識・情報を得て個社の知財活動に活かすことを目的とする。

【概要】

➢ 北京・上海IPGが統合されて以降５年継続

➢ IPG各専門委員会で最多の３４社が参加

➢ ２つのメイン活動（いずれか一方の参加でもOK）

①最新重要案例の研究

②参加メンバーのニーズに基づく特定テーマ活動
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※参加企業：合計3４社（順不同） 2017年度43社

2018年度39社

三菱ケミカル（中国）有限公司 東麗繊維研究所(中国)有限公司 花王（中国）研究開発中心有限公司

日本西村朝日律師事務所駐上海代
表処

AGC（中国）投資有限公司上海分公
司

三菱重工業（中国）有限公司 上海
分公司

キヤノン（中国）有限公司 旭化成（中国）投資有限公司 森・濱田松本法律事務所

威可楷(中国)投資有限公司 矢崎（中国）投資有限公司 迅銷(中国）商貿有限公司

富士通（中国）有限公司 啓源国際特許商標事務所 奥林巴斯（北京）販売サービス有限
公司

電装（中国）投資有限公司 IP FORWARD法律特許事務所 東芝（中国）有限公司

鐘化企業管理（上海）有限公司 日本富士電機(株)北京事務所 村田（中国）投資有限公司

東麗先端材料研究開発（中国）有限
公司

日鉄諮詢(北京)有限公司(日本製鉄
北京事務所)

日本技術貿易株式会社

カシオ(中国)貿易有限公司 安川電機（中国）有限公司 富士ゼロックス(中国)有限公司

理光（中国）投資有限公司 本田技研工業（中国）投資有限公司 阿尓卑斯(中国)有限公司

豊田紡織(中国)有限公司 パナソニックR&D（蘇州）有限公司 松下電器（中国）有限公司

Linda Liu & Partners

2019年度 紛争訴訟専門委員会

１．委員会の概要 メンバーリスト

●委員長：AGC（中国）、副委員長：村田（中国）



2019年度 紛争訴訟専門委員会

２．活動内容 ①最新重要案例の研究
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【対象】
裁判所が毎年公表する十大案例、典型案例等から参加メンバー
が興味のある案例を抽出

【研究方法】

• 各社１案例を担当し、毎月３社ずつ研究内容を発表

• 参加メンバーからの質疑応答や意見交流によって理解を深め
る

【メリット】

• 個社で案例を1件研究・発表することで、他社が研究した20件
以上の案例を詳細に把握できる

• 重要案例の研究によって、中国法院の傾向・動向をある程度
把握できる

• 知財戦略の構築・遂行に活かすことができる

• 参加メンバーとの交流によって横のつながりができる
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2019年度 紛争訴訟専門委員会

２．活動内容 ②特定テーマ活動

【本年度テーマ】

① 訴訟実務ノウハウ

② 二審最高裁判例の研究

各テーマは参加メンバーの意見を調整しながら、進行中。

【メリット】

• テーマはメンバーからの意見を元に設定し、近い興味を持った
メンバーで活動を展開していくため、より特化した意見交流が
できる

• 有識者（法律事務所や大学教授等）へのヒアリングがしやすい

• 活動の頻度や期間・時期を柔軟に調整できる
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活動分類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

正式会合日
9:15-11:50

4/12 5/17 6/14 7/12 8/9 9/20 10/1811/1512/13 1/10 2/14 3/13

重要案例研究

特定テーマ
研究

9:15-11:15 重要案例研究発表
11:25-11:55 特定テーマ全体情報共有

北京・上海・広州JETRO会議室にて参加可能（TV会議で接続）

実施済み 実施予定

メールベースの連絡、JETROやメンバー会社

の会議室を借りて打合せ等、形式問わず活動
展開。IPG会員なら活動参加は無料。（交通費等

の実費は自社負担）

2019年度 紛争訴訟専門委員会

３．活動計画
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2019年度 紛争訴訟専門委員会

４．中間報告と課題

【中間報告】
①最新重要案例の研究

計画通りに進行中。年度末には、研究した案例リストや判決要旨
等をまとめる予定。

②特定テーマ活動

訴訟実務ノウハウ： 事務所ヒアリングを計画中

二審最高裁判例： 対象案例を確認、深掘りテーマを検討中

【課題】

• 活動における負荷のバランス調整（バラツキがある）

• 参加メンバーが固定化されつつある中での活動の活性化

新しく参加くださる会社が増えれば、これまでにないニーズや
発想が得られ、より有益な活動になるものと期待しております。

期中からの参加も大歓迎です！


